
Instruction System) , C A 1 に Video 映像を加えた の待ち行列と自分のジョブの出力を待っている人とを観

System である.文部省助成を得て開発したが，ソフト 察してみて， ORの視点でおもしろいと感じたことが多

の開発の協力者が学内のみでは不足であり，各方面の専 々ありました.

門を希望している次第です.諸兄のなかにご興味ある方 一例として， OS にはジョブの待ち行列中の扱いを定

は専門分野のいかんにかかわらずご連絡ください.私の めるパラメータが多数ありますが，これらのパラメーダ

著書:流通システム設計(三一書房)， コンピュータ概 値の決定は相当にむずかしいようです.結局のところ，メ

論， COBOL ノート， FORTRAN ノート(以上理工出 ーカーの提供する標準値をもとに数個のパラメータを変

版).論文は20余です. 化させてみては山登り法的に最適値に近づける，といっ

連絡先 Tel03ー720-2456，月水土のAMにお願いしま た方法をとっていますが，交絡効果の見落しが心配です.

す. 他の例を挙げます.頻繁に私どもの計算機を利用して

響諸露共同利用蹄金子 宏

昨年 4 月から上記勤務となり，計算機の運用管理に従

事しております.計算機のジョブ投入から結果出力主で
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編集後記惨 fOR教育」の特集は現在のOR教育の実態

を知るうえで貴重な資料になることでしょう.特にアン

ケートによる実態調査はOR教育の傾向が浮き彫りにさ

れ，たいへん興味深いものとなっています.森村先生を

はじめ関係者の方々の甚大なるご努力とご協力に対し，

心より敬意を表する次第です砂講座「経済データの時系

列分析と予測j は 5 月号まで続きます. 6 月号からは総

いる人の中には，他人のジョプの実行時聞をジョフ'名に

よって予想し，長時間ジョブの影響を受けるキューに自

分のジョブがつながらないようにする人がし、ます.この

ような学習機能をOSがもっていて，前例のパラメータ

をリアルタイムで変更できたらおもしろいのではなし、か

と思います.
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合報告 fQueueing Network Analyzerj を 3 固にわ

たって連載します惨事例的な記事の要望がモニターの方

からの意見に多いのですが，基礎的・理論的な研究動向

にも日を向けてほしいとする意見も一方であります.そ

の意味で総合報告的なものをできるだけ継続的に行ない

たいと考えています (J) 

Jf~I，-ilir-l/'干す 昭和59年 4 月号第29巻(新シリーズ第 9 巻) 4 号通巻 280 号

代表者 横山勝義

発行所 社団法人 日本オベレーションズ・リサーチ学会

東京都文京区弥生 2-4-16 学会センターピル

(電話 03-815-3351-2) 干 113

編集人 牧野都治
発売所 株式会社日科技連出版社

本誌のご注文は直接 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-4-2 〒 151

日:本オペレーションズ・リサーチ学会へ 定価 850円(郵送料含)年間予約店醜料 9800円(郵送料含)

本館への広告お申し込みは明報社 (571-2548)，日経弘報社 (583-2241) へ

282 (84) © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




